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助成活動名 不登校、発達障がいなど何かしらの困難を抱える子どもや親の居場所・相談支援 

助成額    1,000,000  円 

活動内容 目的 

 
発達障害などの育ちの困難さを持つ子の子育てはストレスを抱えやすく、育児放
棄や体罰、親御さんの精神疾患の発症や夫婦不和にも発展しやすい傾向があり、
手厚い支援が必要です。 
何らかのストレスを感じている程度の早い段階で、親御さんの困り感の拾い上げ
を丁寧に行い、子育ての困難さを軽減する手立てに繋げる活動を行うことは、虐
待への抑止力が非常に高いと考えています。 
虐待を未然に防ぐこと（虐待に至る前の段階での状況改善）を目的とし、子育て
の負担を軽減する活動に取り組みます。そのため「親子共に、安心して過ごすこ
とのできる居場所」と「気軽に相談できる人」の提供を行います。 
 

 内容 

 
① 子どもの居場所づくり事業（あそび空間ガジュマル）(協力：岡山市社会福祉協議会) 

対象：地域のお子さん及びそのご家族や支援者 
開 催 回 数 ：12 回 
延べ参加人数：151 名 
当団体が運営している障害福祉事業所（日中一時支援）の 1 室にて、ゲーミン
グパソコンを貸し出し、パソコンゲーム「マインクラフト（想像力や問題解決
力を育む良質なゲーム）」を体験できる場を提供しました。また、隣接する戸建
て賃貸住宅（室内ではおままごとや料理・工作・アナログゲーム等、庭では泥
遊びと、多様な遊びが可能な環境）を活用し、遊び場を提供しました。 
お子さんが安心して遊びに没入できるよう、関わり方にも配慮するとともに、
やりたいと思ったことが実現できるよう、様々な準備や環境整備を行いました。 

 
② 保護者座談会（おぱーるトーク会） 
開 催 回 数 ：6 回 
延べ参加人数：36 名 
開 催 場 所 ：岡山市立吉備公民館 
不登校や発達障害及びその傾向を持つお子さんの保護者の育児の悩みの共有や
情報提供を行いました。 

 
③ 子育ての専門知識を有した相談員による無料相談 
実施回数：20 回 
対象：保護者及びそのご家族（祖父母など） 
発達障害、及びその傾向を持つお子さんや不登校のお子さんなど、子育ての悩
みをお持ちの保護者やご家族を対象に、育児相談や情報提供を行いました。 

 



 
④ 傾聴とメンタルヘルスについての研修 
実施回数：1 回 
対  象：スタッフ 
内  容：傾聴スキルの向上とメンタルヘルスケア（共感性疲労、二次受傷、

燃え尽き症候群等の理解と発症防止）について 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

特になし 

 成果 

 
① 子どもの居場所づくり事業（あそび空間ガジュマル） 

この事業は、数年をかけて活動拠点の環境整備を行ってきました。助成金を
活用させていただいたおかげで、室内の修繕や活動に必要な玩具等の購入が
叶い、居心地よく過ごすことのできる「第 3 の居場所」の完成が実現しまし
た。 
参加のお子さんとの何気ない会話の中から、虐待の早期発見に繋がる情報（栄
養状態、過度な叱責の有無、DV 被害の可能性など）に気付くことがあった
り、地域の方から「家に入らず外で過ごしているお子さんがいる」「子どもの
泣き声が聞こえる」などの気になるご家庭の情報が寄せられるこがあったり、
地域のセーフティネットとしての役割も担えるようになってきています。 

 
② 保護者座談会（おぱーるトーク会） 

常連の方達に加え、初めての参加者も増え、一年ぶりにご参加くださった方
もいらっしゃるなど、「いつでも戻って来られる場所」として捉えていただけ
ていることに、継続開催の意義を実感しました。 
また、子育てに関することにとどまらず、親御さん自身のことを振り返り掘
り下げる時間にもなりました。参加された方から「参加者同士で共感し合え
たり、情報をもらえたり有意義な時間だった」とのお声をいただき、『安心し
て話を聞いてもらえる安全な居場所』を作ることができた手ごたえを感じて
います。 

 
③ 子育ての専門知識を有した相談員による無料相談 

「子どもと一緒に命を絶ちたい」と思い詰めるほど子育てに疲弊していた方
が力を取り戻し、「もう大丈夫そうです。何かあったらまたここに来ればよい
と思える。ここは私の心のお守りです」と、笑顔で卒業されていかれたとい
うケースもありました。また、アンガーマネージメントについて教えて欲し
いという方もいらっしゃり、学びの場としてもご活用いただきました。 
ご相談内容としては、子どもの癇癪（かんしゃく）への対応方法や不登校に
関する相談が多く聞かれました。「ゲームばかりしている姿を見るとイライラ
する」「学校に行かなくてもいいとは思うが、勉強が遅れるのが心配」「癇癪
の対応に疲れた。些細なことで機嫌を損ねて叩かれるのでおびえて過ごして
いる」「不登校傾向で、なんとか登校しても短時間で帰宅してしまうことが多
いため、予定が立てられず仕事にも出ることができない」「うちの子のような
手のかかる子を育てている人が周りにいない。ママ友との悩みのレベルが違
いすぎて孤独感を感じる」「育て方が悪かったのだろうかと自分を責めてしま
う」「子育てが大変すぎて辛い。定型発達のお子さんが羨ましい」等のお声が
ありました。 
ご相談にいらして元気を取り戻されるケースもありましたが、発達障害の専
門家（療育、日中一時支援、ショートスティ、計画相談支援員等の福祉支援）
にお繋ぎすることで状況が落ち着かれたケースもありました。療育手帳取得
に満たない程度の症状のお子さんは、普通級に在籍していることが多く、福
祉支援に関する情報が届きにくいようです。発達障害の診断の有無に関わら
ず福祉支援サービスの情報提供が行えるのは、私たちの強みであると実感し
ています。 
 
 



 
④ 傾聴とメンタルヘルスについての研修 

社会心理学講師の市場恵子先生をお招きし、質の高い内容の講義と実践ワー
クを行っていただきました。様々なご家庭との関りの中ではスタッフの心理
的負担が大きいケースもあり、支援者が疲弊しないよう自分で自分の心を守
る術（メンタルヘルスケア）を身に付けていく必要性があります。支援者自
身の認知の傾向を知ることで、安心感や自信回復にも繋がり、活動継続の意
欲も高まりました。 

 
～～～～～～～～～ 
 
「困難を抱える子どもや親への支援を続けたいが、収益の無い活動を継続して行
っていくにはどうしたらよいだろうか？」と、頭を悩ませておりました。 
福祉事業所を開所し収益事業を始めたものの小規模経営は赤字状態で、無償での
活動の継続を支えるほどの収入源の確保は難しいように感じていましたが、助成
金をいただき、収益事業が軌道に乗るまでの期間を耐え凌ぐことができました。
おかげさまで来年度は、ご助成いただいていた分の活動資金の捻出が可能となる
見込みです。また、優秀な人材も育ち、質の高い支援提供を継続できるところま
で成長することができました。 
 
活動を通し、お子さん達の笑顔に癒されたり、保護者の方から感謝のお言葉をい
ただいたりと、身に余る報酬を受け取らせていただいております。 
今後も、育ちの困難さを抱えたお子さんやその親御さんが安心して過ごすことが
できる社会を目指し、自己研鑽に励みながら活動し続けてまいりたいと思いま
す。私共団体の成長の軌跡を、橋本財団様の助成金活用の成果（新規団体の育成
助成の成功事例）として捉えていただくことができましたら幸いです。 
活動成果報告欄ではありますが、感謝の気持ちをここに記させていただきます。
ご支援ありがとうございました。 
 

今後の課題と対
応策 

 
人材育成と活動資金の確保です。 
活動を支えるスタッフの為にも、良質な研修を行うとともに、メンタルヘルスケアにも力を
入れていきたいと考えています。活動資金の確保については、収益事業の増収に力を注ぎ、
団体運営の安定化を目指します。 
 



写真の提出 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


